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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年9月11日(2014.9.11)

【公開番号】特開2013-31496(P2013-31496A)
【公開日】平成25年2月14日(2013.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-008
【出願番号】特願2011-168079(P2011-168079)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/32    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月24日(2014.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噴射口から生物組織に向けて液体を噴射することで、該生物組織の切開または切除を行
うための液体噴射装置に電気的に接続され、該液体噴射装置を制御することが可能な液体
噴射装置用制御装置であって、
　前記液体噴射装置は、
　液体を前記噴射口から噴射する液体噴射手段と、
　吸引負圧を周期的に変動させて、前記噴射された液体及び前記切除された生物組織の少
なくともいずれかを吸引する吸引手段と、を含み、
　前記液体噴射装置用制御装置は、前記吸引手段に、
　前記噴射が開始する一定時間の経過後に前記吸引を開始させ、
　前記噴射が継続している間は第１の吸引負圧で前記吸引を維持させ、
　前記噴射が終了してから一定時間の経過後に第２の吸引負圧で所定の時間前記吸引させ
ることを特徴とする液体噴射装置用制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体噴射装置用制御装置において、
　前記第１の吸引負圧は、前記第２の吸引負圧よりも小さく、
　前記第１の吸引負圧は、前記噴射された液体及び前記切除された生物組織の少なくとも
いずれかを前記吸引することができる最小の吸引負圧であり、
　前記第２の吸引負圧は、前記噴射された液体及び前記切除された生物組織の少なくとも
いずれかを前記吸引する所定の吸引負圧であることを特徴とする液体噴射装置用制御装置
。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液体噴射装置用制御装置において、
　前記吸引手段の吸引負圧は、前記吸引の開始から前記第１の吸引負圧の前記吸引に向か
って徐々に大きくなることを特徴とする液体噴射装置用制御装置。
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